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極的なりん酸及び塩基の宵化とそのバラン′メの矯正によ

り低収地域を高収地域の水蓮にまで引きあげ得ることは

可能であり高収地域は史に椚種法の改善と品種の適正化

により一層増収の可能性はあるものと考えられる・こゝ

には生産に馳通した土腰の物理的条件と養分のうち多鼠

要素について述べたが，安定多収のためには更に」二塵水

分の調節と徴鼠要素の補給が必要となる・これら土餞基

鮪の改良も人彗■1トラクターの利用を得て始めて実現呵能

であり．トラクターの利用は省力ばかりでなく改良資材

投入のための止も有効左f・損であることを云い子仕る・

今後にタ覚された間取としては更にイ効孜d帰日去の冊立

と計画生苑のための各肥沃役段階に応じた各作朋の班毎

基準の確立及び経済的呵能性の碑立にあると思考される・

栽培の到！論（法則性）と技術革新

栗　　原

（東　北　腹　式）

1．栽培の理論の必要性

農林省ではさきに農莫基本法に基ずいて国会に対し「

昭和訂年度の農兵動向」を報告し，農共従事者と他産業

従事者の生活水準の開きが，なお締少するに至らないこ

とを指摘した。すなわち農業には一腐企業的性格が要請

される。とくに畑作物は貿易の自由rヒに伴い海外市場と

の競争に立たされ．したがって生産の計画化と反収の飛

確的向上を考えなければならず，こゝに栽培は旧来の経

験や感をこえ理論（法則性）を必要とする0

2．技術の考え方

農業の生産に関与する要因は，自然環境（気象及び土

壌条件コ生産力の基盤），作物（又は品種）．栽培法・

労働手段．経営経済条件などがある。このうち前3者は・

労働対象となるものであれ　自然の客観的な合則的確諭

にもとすいて．これを意識的に適用する自然科学的技術

概念の立場をとる農彙生産の技術である。本朝文は・こ

の立場から論旨を進めることにする。（技術にはこれに

加え，労働手段を対象とし．経済的技術概念の立場から

の鹿実労働の技術及びこれら二者の立場を統一的にみる

農美経営の技術がある）。

さて．畑作の技術には，個別作物を対象とするものと

作物の組合せ（例えば作付体系）を対象とするものがあ

る。前者はある作物の観培法であり．後者は前後作に関

連する栽培及び作付体系による土虜生産力の維持一病害

虫害の軽減回避などが含まれる。したがって栽培の理論

は，個別及び組合せそれぞれを対象とするものに分けら

れる．

5．農業生産の特鼻性

第1表にみるように，農業にみられる有坂生産におい

ては工業とことな少作物（又は品種）が環境すなわち生

産力の基盤（気象及び土壁条件）に軽時的忙反応しつゝ

目的物を生産する。したがって頗境がことなる場合・作

物の生長反応はことな少．農業生産の技術は軌一的でな

く地域性をもたなければならない。これが第1点である0

有後生虹のもう一つの特徴は，作物が器官（且）と飯

能（質）をもち．両者は不可分的であることである。い

ずれの作物も表にみるように．その収址は，紙と増との

鰐証法的発展の産物とみなされる（第1表：乾物生鮭・

収鼠横成要素の項参照）。これが第2点。

栽培技術はしたがって，作物の生育過程における允的

及び質的形質を，その蝶墳下に合則的に適用される手段

と解される。

4．栽培理論の適用と計画

栽培理論の適用には，まず第1に技術の効果（現制度）

を考え，第2に栽培目的，生産時期及び収盈目標を立て，

これに応じ計画栽培を行う。

技術の効果　技術の効果の大きさは，その技術が主と

して関係する要凶に類別して考えると，すべて地球の進

化の過程に対応し，気象条件に関連する技術＞土壌条件

同左＞作物（又は品種）耕種条件の序列にあるものとい

える。前の2つは．生産力の基鰻であれ　残　の　のは

狭義の栽培法であって．いかに生産力の基盤が優先して

重要であるかが推定できる。また狭義の栽培攻裾の効果

も進化の過程（こゝでは作物自体の系統発生過程）に対

応し．品種＞播種期＞施肥法＞戟埴密度＞その他の管理

の序列にあるものと考える。

これらのことを少しく敷巾する。たとえば気象条件を

温床やビニールトンネルで克服しそさいの生産力は苦る

しく向上した。たゞし東北の畑作では，なぶ気象条件を

利用する揚合が多く，品程，緒種期はこれに該当する技
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術とみなされる○また土崩条件に幽蓮する技術にかいて

牙2表にみるように土劇改良が収iを着るしく向上させ・

っいてその条件での鮪種故等がさらに生産性を向上させ

ている。

狭義の栽培技術を作物生産の立場からみると・品柱は

器官と軟髄を併せ制御する技術・線種柚は1義的に扱能

（たとえは，感光性．敵温性など）を・また施肥法・裁

縫密度は1義的に器官（生再生）を制御する扱裾と考え

るべきであろう。また収iは．すべて匝＝ヒ鮨官，非同化

器官及び貯戚器官の8過程を樅なければならない。‾股

に発生過程からみて早い器官は，その晩いものにくらべ

填境に安定的である。たとえば．罵れいしよの1次塊茎

は，2次塊垂に比較し俊位に安定している・

技術の過用に当っては，これらの諸事実を充分認劫し

ておく必賓がある．

なお，今後検討を必資とする技補分野は．品質の向上

（生産目的別栽培法）．ケミカルコン1トロール（生育に

対するばか少でなく，土壌肥沃皮に封するものも含む）・

かんがいなどがある。

生産且的及び収i日槙と栽培理論の適用　牙1－3回

に崩れhLよ，大豆．てん栗の収宜と収量構成費素及び

栽植密度の関係を図示した。いずれの作物でも，等収宜

にいたる過程は図にみられるように沢山ある。たとえば－

ばれいしよで食用として100当り3，舗軸を目桧とする

場合．平均1個いも重釦gとすれば，上いも頬／10畑

は，4あ個であれ　平均1個いも重1加gとすれば，その

上いも数は弧）である。面談当り上いも重＝株当り上いも

孜X栽植株徴であるから．これもまた軸々の組合せが考

えられ，両者とも株当り上いも歓8とすれば，親植株数

はそれぞれ10が当少糾し　掲となる。しかし株当少上いも

数がそれぞれ9個．5個とすれば．栽頼株数はそれぞれ

偲．朗とな少，両者の関係は逆転する。このような現象

は．結局生産力の基盤の差異によって生じ．次に栽培法

（施肥法，級癌智度）に規制されているものといえる。

てはいも敵といも重といずれが規制し易いか7牙1図上

にみるととく．平均1個重の増加には限度があるが，い

も数は兢寵株数の嘲加によって容易に確保できる。

したがって生産目的及び収量目標を決定したら，株当

少上いも奴．平均1個いも重を予測し裁板株数を決定す

る．この場合，その地帯の生産力の基盤と生育とを関連

させ各要素の好適を組合せを計画する・次にさ塾にのべ

たように抜補の効果の序列にしたがhこの計画を再吟味

し最終的な耕種条件を決定する・

かえ少みて今日までの畑作物研究において収量成立の

過程（オ2表）が．地域的に，作物（品種）的に，ある

いは栽培条件的にどのように変異しているか，したがっ

て，その地帯でどのような生育をとらしめることが好適

であるかは必ずしも明白になったとは云い維い．今後の

栽培研究はもはや単なる事例の記観をやめ，その成果の

通用範鴎と，地帯がことなる場合の応用技術などを明示

できるようを理論追究に徹すべきで，それがまた生産地

形成や揃造改善に密接に関連することを忘れられない．

5．　む　　す　　び

故術は科学と生産の両者ど統一する場であるから，栽

培の理論に上って規制されるとともに労働手段及び経営

によって規制されている，とのように労働手段及び経営

条件から規制された技術も．その条件下において自然科

学的理論をもっている．すなわち栽培の理論を無視した

技術はあ少得ない・歴史的にみた枚械化の方向は，栽培

の理論を，高度に適用できるように，労働披術を組立て

ることであると信じる．

技術革新と農業の生産過程のある千‾i程の改良が．耕種

技術．労助技術及び縫剋技術を規制し，こゝ忙新しい技

術体系が作られることである．

そして，いかなる労働技術一　経営技術の革新にあって

も，奴培理論（法則性）は無視し得ず，これが攻究はた

えす実施されて，技術革新の原動力とならねばならなレ，

第1表　作物生産の特徴
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第2表　技術の改良による生産力の向上
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第1図　馬れhLよの収量，収量構成要素及び親権

株数の関係
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関係
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第8囲　てん梨の収虫と収益構成要素との的係

畑　作　の　機　械　化　技　術　体　系

苫　米　　地　　勇　　作

（東　北　鹿　武）

1．　は　じ　め　に

農業構造改善の担手として．機械化は重要視され積極

的に推進されつゝある。枚械化の目的は過重労働の排除，

土地並に労働生産性を向上し，収益性の高い農業経営を

達成することにある・

人畜力中心の作業の中での秩械作業は最も重作業であ

る耕超整地部門に利用された・作業体系の面からみると

捜械作業は一部門を担当し補助的な役割を果すに過ぎな

かった。昭和閲年頃工少ホイールトラクターが普及する

忙したがい機械作業の分野が拡大されて，機械化中心と

表わ畜力が補助的な手段の形に変ってきた・更に，昭和

町年上少の構造改善事業での級械化の目操はトラクター

を中心とした一貫鏡械化である・しかし．秩械化一貫作

業には技術的経営的並に地域的に多くの間組が残ってい

るので，これらの障得を速かに解決することが今日の重

要課槌である・

2・機械化技術体系確立のための間環点

東北の畑作は南部と北部では作物の種類耕種法共にそ

の容椙が異なるが，一般に生産性が低い・その主なる塵

由は気象並に土壌基盤の劣悪，傾斜地の存在．作付体系

の木確立．労働手段の貧困などのためである．反面経営

規鋲が比較的大さい俊利性をもっている．今后，生産性

を画期的に向上し経営を合理化するためには，これらの

悪条件を克服し．労働人口の急減に対処するために債権

的に機械化を推進する必要のあることは論をまたをい．

以下，畑作級械化推進のための問題点をあげると．

L　高位生産達成のための土壌基盤整備

東北地域に広大に存在する洪積火山灰土では．深耕と

土壌改良資材としての燐酸質肥料を投入することに上っ

て生産力を画期的に上昇することが可能であることが明

かにされた・改良資材を土壌に均等に混合することが件

業面から新たな開祖である・攫拝衷諷付プラク．ローク


